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今回いただいたご意見は丸亀市議会として
真摯に受け止め、所轄委員会等で共有し、
今後の調査や政策提言に活かしてまいります。

寄せられた主な意見

子育て・
教育

公共交通・
移動手段

高齢者・福祉
その他

まちづくり・
生活環境

65%

16%

10%

6% 3%

・コミュニティバスの利便性向上
・コミュニティバスの単距離ピストン
運行をしてみては

公共交通・移動手段

・空き家対策の強化
・街灯の照度を上げ、増設してほ
しい
・水害を防ぐための排水対策
・丸亀城のお濠の水が汚く悪臭が
するので対策してほしい

まちづくり・生活環境

・高齢者の就労に対する支援

高齢者・福祉

・不登校の子どもを持つ家族への支援
や相談窓口の充実
・少子化対策の強化

子育て・教育
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議会報告会・意見交換会を
　  開催しました
議会報告会・意見交換会を
　  開催しました

幅広い年齢層の方にご参加いただきました

特集

開催日：令和7年10月30日（木）
会　場：ひまわりセンター ４階 研修室
参加者：一般（学生含む）60名　議員22名

・市の施策についてもっと具体的に詳しく説明してほしかった。
・若い人の意見が聞けて良かった。また参加したい。
・時間が足りず発言できなかったのが残念だった。
・今後頻度を増やし様々な形態で開催してほしい。

今回の議会報告会・意見交換会には、市内の学校に通う学生の皆さんも参加してくれました。地域や
学校生活、将来のまちづくりについて、一人ひとりがしっかりとした考えを持ち、率直な意見を述べて
くれました。また、事前に校内アンケートで取りまとめた意見を発表してくれた学校や、一般の参加者
の方と学生の皆さんが意見を交わす場面もあり、とても充実したものとなりました。

開催概要

参加者の声

20代
40代

60代
70代以上

50代
10代以下

30代

6%6%6%

6%
11%

43%
22%
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ＡQ　寄附額が増加した要因は。 　ふるさと納税のポイント付与廃止に伴い9月に寄附
金が増加した。また、中間管理事業者を通じた返礼品
開発の促進や、ポータルサイトの検索対策を強化した
成果と認識している。

補正予算
議案第105号

ふるさと納税事業費　　　　　 補正額：1億814万1千円
寄附額が増加見込みとなり、返礼品の調達費や送料のほか、受付や発送に係る関
連業務委託料などを計上するもの。

ＡQ　広島小・中学校普
通教室整備につい
て、教室の広さと１
教室あたりの児童生
徒の受け入れ可能人
数は。

　陸地部の教室と
比べ２分の１程度
の面積で整備して
おり、同一学年の児
童生徒であれば、
１教室に３名から
５名程度の受け入
れが可能である。

補正予算
議案第105号

広島小中学校整備事業費　　　　　　　 補正額：330万円
移住により小中学生が増加する見込みのため、受け入れに係る改修費を計上する
もの。

12月定例会 令和７年12月定例会を12月１日から12月18日まで開催し、
補正予算をはじめ各種条例改正などを審議しました。
ここでは主な質問と討論、審議結果などを掲載します。

●
１
日

・
諸
般
の
報
告

・
議
案
第
1
0
5
〜
1
3
3
号

＝
提
案
理
由
の
説
明

●
３
日

・
議
案
第
1
0
5
〜
1
3
3
号

＝
質
疑
の
後
、
各
常
任
委
員
会

に
付
託

●
４
〜
５
日
、
８
〜
９
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般
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●
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日

・
都
市
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会

・
教
育
民
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委
員
会

●
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日

・
総
務
委
員
会

●
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・
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案
第
1
0
5
〜
1
3
3
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及
び
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第
2
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員
長
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決
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1
4
1
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、
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疑
、

討
論
、
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決
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条例制定
議案第113号

丸亀市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定
令和8年4月からの丸亀市乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）の実施の
ため、必要な事項を定めるもの。

ＡQ　次年度開催のGⅡレディー
スオールスターで、ボートレ
ース浜名湖と連携した販売促
進イベントを行う理由は。

　近年売上が好調なグレードレースを他場と連携して
盛り上げ、その盛り上がりを一般レースに波及させる
ことで、全体的な売上向上を狙っている。

ＡQ　日々の売上金や開催資金を
管理する金庫室の整備におい
て、経費削減面でどのような
効果を見込んでいるのか。

　安全に資金を管理し現金輸送の回数を減らすこと
で、警備保障に係る費用削減を見込んでいる。

補正予算
議案第106号

モーターボート競走事業会計補正予算（債務負担行為）
GⅡレディースオールスター販売促進及びイベント開催等業務委託料9,000万円、
金庫室整備業務委託料700万円等を計上するもの。

ＡQ　小学生もスマートフォン
を持つようになり、子ども
から大人までそれぞれの世
代に応じたアプローチが必
要と考えるが、具体的な取
り組みは。

条例制定
議案第109号

丸亀市インターネット上の誹謗中傷等の防止及び被害者支
援に関する条例の制定
市の責務及び市民の役割を明らかにし、取り組みの基本となる事項を定めること
で誹謗中傷等の防止と被害者支援を推進するため制定するもの。

ＡQ　こども誰でも通園制度
について、公立園での運
用の見通しは。

　年度途中に待機児童が発生している本市で、公立・私立
園ともに運用は容易ではないと思われるが、まずは、私立
園の動向を踏まえた上で、実施する園を検討する。なお、
公立園では、一時預かり事業を行う３園での導入を想定し
ているが、一時預かりは緊急利用が多いため、需要や空き
状況を確認しながら運用のあり方を検討する。

　子どもの年齢に合わせた
内容のチラシ配布や、研修
会・講演会の開催を継続
し、市民が被害者にも加害
者にもならないよう取り組
んでいく。
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反
対

議案第105号、議案第124号に反対（中谷真裕美）
　基本方針から、建設、運営まで包括的に民間委託するDBO方式やモニタリング支援業務委託
を採用することは、教育の一環である学校給食において市の関与が薄れる不安や、増加する委
託料が市財政へ及ぼす負担、業者撤退のリスクがある。

補正予算
議案第105号

工事請負契約の
締結

議案第124号

新第二学校給食センター施設整備事業費　補正額：122万円3千円
要求水準書や事業計画等に基づいた施設整備を進めるため、モニタリング支援
業務委託料を計上するもの。

丸亀市新第二学校給食センター整備運営事業に係る設計・
建設業務請負契約
メフォスグループを優先交渉権者に決定し、グループに属する事業者と設計・
建設業務請負仮契約を締結したため、議会の議決を求めるもの。

ＡQ　慣行的に行われている野焼きに対
し、改正内容を広く周知すべきと考え
るがその方法は。

　自治会での回覧板やホームページの掲載を
予定しているが、市民一人ひとりの理解が深
まるよう周知方法をさらに検討していく。

ＡQ　気象状況により山林原野等に火災予
防の注意を要すると認めるとき、林野
火災に関する注意報を発令出来るが、
どのような手段で行うのか。

　注意報発令時は、市内全域への防災行政無
線による一斉放送や、消防車両による巡回・
広報を実施し注意喚起を強化する。

条例改正
議案第115号

丸亀市火災予防条例の一部改正
林野火災予防の実行性の向上を目的とする所要の改正を行うもの。

ＡQ　現在建設中である新市
民会館の増額工事費用
13億3,210万円につい
て、予測不可避なインフ
レスライド条項の適用等
以外で、契約金額を議決
後に追加や仕様変更に係
る工事費用が億単位で増
額されるのは不適切と考
えるが、市の認識は。

　工事を進める中で、施工段階に応じて本市職員や実際に運
営する指定管理者等が適宜協議を重ねており、当初設計だけ
では想定できない管理面の課題などに具体的に対応するため
に必要な仕様変更を行う。契約金額の範囲内での対応が原則
だが、施工中の手戻りなども勘案し、やむを得ず増額に至る
場合もある。
　また、地中障害物の撤去等で工期が延伸し、近接するシビ
ックロータリーの車寄せ屋根整備に係る工期が重複すること
となった。品質管理や施工性のほか、諸経費等の経済性、建
設資材等の準備期間の短縮などの観点でメリットが多いた
め、建築工事である本工事に追加した。

工事請負変更
契約の締結
議案第116号

丸亀市（仮称）みんなの劇場新築工事
インフレスライド条項の適用、湧水対策、地中障害物の撤去及びシビックロータ
リーの車寄せ屋根追加工事等による契約金額の増額並びに工期延伸のため、大成
建設・第二建築・豊嶋建設特定建設工事共同企業体と工事請負契約の一部を変更
する仮契約を締結したため、議会の議決を求めるもの。
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ＡQ　事業者の審
査内容は。

　6項目の評価基準を審査し、総得点が満点の60％以上という選定基準
を満たしたため、候補者として指定した。提案内容には、貸館のDX化
やコミュニティマネージャーの設置
など、具体的な取り組みが含まれて
おり、これらが評価された。

指定管理者の
指定

議案第131号

丸亀市市民交流活動センター
指定管理者となるべき団体を選定したので、議会の議決を求めるもの。

ＡQ　市営住宅の空き状況
は。また、入居率向上の
取り組みは指定管理料内
で実施可能か。

　入居率は減少傾向であり、特に上層階の入居率が低い状況
である。施設のリノベーションや高齢入居者の見守りなど、
入居率およびサービス向上の取り組みは、指定管理者の自主
事業であるため、指定管理料内で対応可能である。

ＡQ　立体駐車場の1階と屋
上に公用車スペースを設
置し、妊産婦や高齢者、
障がい者などが利用でき
る思いやり駐車場を２階
に設けている理由は。

　公用車は通常時の使用だけでなく、災害時に迅速な対応を
行う必要があるため、1階に駐車台数及び一般利用車両と別
の動線を確保している。
　思いやり駐車場は、一般車の駐車スペースである２階のエ
レベーター近くに設置し、利用者の負担軽減に努めている。
また、立体駐車場と一体的に整備予定の平面駐車場にも思い
やり駐車場を５台分設置予定である。

指定管理者の
指定

議案第132号

市営住宅新田団地ほか9施設
指定管理者となるべき団体を選定したので、議会の議決を求めるもの。

反
対

議案第131号に反対（中谷真裕美）
　他施設と比べ極めて高額な指定管理料であり、また、貸館
利用料収入も得ていることから、市政全体の視点で施設に
必要な機能を抜本的に見直し、指定管理料を抑えるべき。

条例改正
議案第137、140号

市長等や議員の期末手当を引き上げ
人事院勧告に準拠した改正を行うもの。

反
対

議案第137、140号に反対（中谷真裕美）
　人事院勧告は労働基本権の制約を受ける公務労働者に対する代償措置であるため、自ら給料
や報酬を提案・決定する権限を持つ市長等特別職や議員が人事院勧告に準拠する必要はない。

工事請負契約の
締結

議案第141号

緑化駐車場内立体駐車場整備事業に係る設計施工一括発注工事
ヒカリ・内藤ハウス特定建設工事共同企業体と工事（設計施工一括）請負仮契約
を締結したため、議会の議決を求めるもの。

反
対

議案第141号に反対（中谷真裕美）
　丸亀城前に多額の費用をかけて立体駐車場を建設する必要性や駐車場管理費用の財政的裏付
けが不明で疑問が残る。
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請願審査結果 不採択

●請願の趣旨
　冤罪被害者が裁判をやり直す「再審」は、無実の人を救済する最後の手段だが、長い年月、自由
や人としての尊厳を奪われ、家族や親しい人たちとも切り離された後に無罪になったとして、果た
して救済といえるのか。そこで、無実の者を誤った裁判から迅速に救済するために再審法改正を求
める意見書を関係機関に提出するよう請願する。

●審査結果　不採択

【賛成】　中谷真裕美
　冤罪被害の救済に多大な年月がかかる要因は、
再審制度が十分機能していないためと日本弁護士
連合会をはじめ各分野から再審法改正が求められ
ている。国会や法制審議会の動きもあるものの、
法改正へ大きく後押しする世論が必要であり、意
見書を提出し国へ働きかけるべき。

討論討論

請願第２号
政府に「刑事訴訟法の再審規定」（再審法）の改正を求める意見書の提出を求める請願

篠崎　文雄
日本国民救援会香川県本部　会長　酒井　光雄

【反対】　横田　隼人
　再審法改正に反対するのではなく、現在、超党
派の国会議員連盟が法案を国会へ提出し、法制審
議会での議論も進んでいる。こうした状況下で意
見書の提出は不要である。
【賛成】　小野祐美子
　検察官による証拠不開示や裁判所の再審決定後
に長期間の抗告が可能な現制度を改善して、冤罪
をなくすため再審法は全面的に見直すべき。

請願・陳情について
　請願・陳情は、市民の意見や要望を市政に反映させるために設けられている皆さんの権利です。
　市議会へ請願・陳情を提出されようとする方は、次の要領で作成し、議会事務局へ提出してくださ
い。（複写したものではなく原本）

●件名、趣旨、理由、提出年月日、住所、氏名
（法人や団体の場合は、名称及び代表者氏
名）を書いて押印し、あて先は丸亀市議会議
長としてください。
また、請願（陳情）者が２人以上のときは、
代表者を決めてください。
●請願には１人以上の紹介議員を必要とし、そ
の署名・押印が必要です。（陳情には紹介議
員は不要）
●場所等を明示する場合は、必要に応じて略図

を添付してください。
●事務処理の都合上、用紙はA4判でお願いし
ます。
※随時受け付けていますが、定例会開会の10日
前までに提出いただいたものは、原則として
その定例会の会期中に審査されます。

　見本や審査の流れ、陳述
など詳細は、こちらからご
確認いただけます。
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議 員 名
（　）内は
所属会派

　は賛成、×は反対、－は欠席した者です。※上記以外の議案はすべて全会一致で原案を可決しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆は議長のため採決には参加していません。

24　
大
前　

誠
治（
志
政
会
）

23　
横
田　

隼
人（
志
政
会
）

22　
香
川　
　

勝（
志
政
会
）

21　
真
鍋　

順
穗（
亀
城
会
）

20　
多
田　

光
廣（
亀
城
会
）

19　
竹
田　

英
司（
亀
城
会
）

18　
水
本　

徹
雄（
会
派
無
所
属
）

17　
岡
田　
　

剛（
会
派
無
所
属
）

16　
守
家　

英
明（
市
民
ク
ラ
ブ
）

15　
大
西　
　

浩（
市
民
ク
ラ
ブ
）

14　
加
藤　

正
員（
市
民
ク
ラ
ブ
）

13　
福
部　

正
人（
公
明
党
）

12　
東　
　

由
美（
志
政
会
）

11　
廣
田　

勝
也（
志
政
会
）

10　
谷
本　

和
也（
志
政
会
）

９　
原
田
友
里
江（
国
民
民
主
丸
亀
）

８　
神
田　

泰
孝（
国
民
民
主
丸
亀
）

７　
大
倉　

流
星（
国
民
民
主
丸
亀
）

６　
中
谷
真
裕
美（
会
派
無
所
属
）

５　
角
野　

仁
美（
市
民
ク
ラ
ブ
）

４　
渡
邉　

一
馬（
市
民
ク
ラ
ブ
）

３　
大
岡　

弘
美（
市
民
ク
ラ
ブ
）

２　
小
野
祐
美
子（
市
民
ク
ラ
ブ
）

１　
蒲
生　

裕
久（
公
明
党
）

議　案　名

令和7年度一般会計
補正予算（第4号）

議　案
第105号

可
決

審
議
結
果

× －

賛否が分かれた議案糖の審議結果賛否が分かれた議案等の審議結果令和７年12月定例会令和７年12月定例会

◆

× － ◆

工事請負契約の締
結について（丸亀市
新第二学校給食セ
ンター整備運営事
業に係る設計・建設
業務請負契約）

議　案
第124号

可
決

× － ◆
指定管理者の指定に
ついて（丸亀市市民
交流活動センター）

議　案
第131号

可
決

××××× × ××× ×××× － ◆

政府に「刑事訴訟法
の再審規定」（再審
法）の改正を求める
意見書の提出を求め
る請願

請　願
第２号

不
採
択

× － ◆
市長等の給与及び
旅費に関する条例
の一部改正について

議　案
第137号

可
決

× － ◆
市議会議員の議員
報酬及び費用弁償
等に関する条例の
一部改正について

議　案
第140号

可
決

× － ◆

工事請負契約の締
結について（緑化
駐車場内立体駐車
場整備事業に係る
設計施工一括発注
工事請負契約）

議　案
第141号

可
決

　本会議の採決では電子表決シ
ステムにより、議場モニターや
中継画面でも各議員の賛否が見
やすくなっています。

議会トピックス議会トピックス
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2026.210 No.109

議
会
の
動
き

議
会
の
ヒ
ト
コ
マ

10月7日　埼玉県春日部市　
「こども未来計画」
「まんでネット」
10月８日　岡山県勝央町
「子ども第3の居場所事業」

10月９日　山口県周南市
「議員定数等の見直し」
10月15日　埼玉県新座市
「重層的支援体制整備事業」
10月16日　東京都三鷹市
「子ども条例」
10月21日　愛知県豊田市
「市民交流活動センター　マ
　ルタス」

他市の議員、職員が本市の施策を
視察しました。

10月

12月

他市議会の視察受け入れ

11月

29日　議会運営委員会
30日　議会報告会・意見交換会

　　　　12日　全員協議会
19日　議会運営委員会

　　　　　１日　本会議
各派会長会

　　　　　３～５、８、９日　本会議
　　　　　３日　広報広聴委員会
10日　都市環境委員会

議会運営委員会
教育民生委員会
教育民生委員会協議会

11日　総務委員会
総務委員会協議会

18日　本会議
全員協議会
都市環境委員会協議会
中心市街地等活性化特別委員会

議会の動き
10・11・12月

10月21～22日
戸田ボートレース企業団
「ボートレースまるがめ」
「市民交流活動センター　マ
　ルタス」
10月23日　奈良県桜井市
「新市民会館　シアターマドの
　基本構想」
10月24日　愛知県刈谷市
「丸亀城の復元及び石垣の復旧」
10月27日　岐阜県山県市
「川西地区の地域づくり」
10月28日　東京都文京区
「市街地の再開発・まちづくり
　に関する調査・研究」
10月30日　福島県郡山市
「デマンド交通社会実験」
11月13日　千葉県茂原市
「人づくり石垣プロジェクト」
12月23日
九州競艇主催地議会協議会
「ボートレースまるがめ」

ボートレースまるがめ丸亀市議会議長杯（最終日）

成人式

12/27

1/11

議会のヒトコマ議会のヒトコマ

　12月22日から6日間行われた丸亀市議会議長杯の優勝者表彰では、議長
から優勝カップが手渡されました。

　成人式が綾歌総合文化会館
アイレックスで行われました。
　晴れ着に身を包んだ皆さん
の笑顔が会場を彩り、希望に
満ちた門出を祝う一日となり
ました。

成人式
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議
　
案
　
一
　
覧

令和7年度一般会計補正予算（第4号）
令和7年度モーターボート競走事業会計補
正予算（第3号）

附属機関設置条例の一部改正

児童館条例及び隣保館条例の一部改正
インターネット上の誹謗中傷等の防止及び
被害者支援に関する条例の制定
市民福祉医療費助成条例の一部改正

令和７年12月定例会で審議された議案等

第106号

第107号

第108号

第109号

第110号
家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正第111号

児童福祉法等の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整理に関する条例の制定第112号

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の制定第113号

下水道条例の一部改正第114号

火災予防条例の一部改正第115号
工事請負変更契約の締結（（仮称）みんなの
劇場新築工事）第116号

工事請負変更契約の締結（飯山総合運動
公園体育館長寿命化大規模改修工事）第117号

工事請負変更契約の締結（飯山総合運動公園体
育館長寿命化大規模改修に伴う機械設備工事）
工事請負変更契約の締結（飯山総合運動公園体
育館長寿命化大規模改修に伴う電気設備工事）

第118号

第119号

第105号

工事請負変更契約の締結（城東小学校校舎改築工事）第120号

議案番号 件　　　名

工事請負変更契約の締結（城東小学校校
舎改築に伴う機械設備工事）
工事請負変更契約の締結（城東小学校校
舎改築に伴う電気設備工事）
工事請負変更契約の締結（（仮称）丸亀市立
城東こども園園舎新築に伴う電気設備工事）

第121号

第122号

第123号

工事請負契約の締結（新第二学校給食センター
整備運営事業に係る設計・建設業務請負契約）第124号

物品の購入（市民会館一般備品購入）第125号

物品の購入（市民会館一般備品購入（その2））第126号

物品の購入（市民会館木製備品購入）第127号

物品の購入（市民会館楽器他備品購入）第128号

物品の購入（市民会館舞台照明備品購入（その2））第129号

指定管理者の指定（市民交流活動センター）

物品の購入（市民会館舞台大道具備品購入（その2））第130号

第131号

指定管理者の指定（市営住宅新田団地ほか9施設）第132号

職員の給与に関する条例の一部改正第135号

令和7年度一般会計補正予算（第5号）第134号

市道路線の変更及び認定（津森町菰池南1
号線ほか15路線）第133号

一般職の任期付職員の採用等に関する条
例の一部改正第136号

市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正第137号
モーターボート競走事業管理者の給与及
び旅費に関する条例の一部改正第138号

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部改正第139号

市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改正第140号

工事請負契約の締結（緑化駐車場内立体駐車場
整備事業に係る設計施工一括発注工事請負契約）第141号

政府に「刑事訴訟法の再審規定」（再審法）
の改正を求める意見書の提出を求める請願

請　願
第２号

議案番号 件　　　名

議案の概要等はこちらから
ご覧いただけます。

　市議会では、原則、本会議や委員会等の会議を公開しています。
　会議当日、傍聴受付をすればどなたでも傍聴できます。議場内の
親子室には木の遊具があり、小さなお子様連れでも安心してご覧い
ただけます。傍聴希望の方は、市役所５階議会事務局までお越しく
ださい。傍聴の受付は、会議開始の15分前から先着順で行います。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

親子室
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一
　
般
　
質
　
問

介護DXの推進飯山町北岡地区　内水氾濫
について

谷本和也議員
（志政会）

渡邉一馬議員
（市民クラブ）

一般質問

その他の主な質問項目
●防犯・防災対策●光害防止LED設置●耕作
放棄地の管理●農業振興

　
丸
亀
市
内
を
流
れ
る
大
束
川
で
は

過
去
に
大
き
な
水
害
が
発
生
し
て
お

り
、
住
民
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
る
。

讃
岐
富
士
か
ら
の
伏
流
水
は
大
束
川
に
排
水

さ
れ
て
い
る
が
、
排
水
口
の
高
さ
の
関
係
で

大
束
川
の
水
位
が
上
昇
す
る
と
排
水
で
き
な

く
な
り
、
内
水
氾
濫
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

こ
の
現
状
に
対
し
、
市
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
大
束
川
で
は
地
形

的
な
要
因
で
内
水
氾
濫
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
県
が
進
め
る
大
束

川
広
域
河
川
改
修
事
業
の
進
捗
が
被
害
軽
減

に
大
き
く
寄
与
す
る
と
期
待
し
て
お
り
、
一

日
も
早
い
完
成
に
向
け
要
望
活
動
を
継
続
し

て
い
く
。

　
一
方
で
、
近
年
、
頻
発
化
す
る
短
時
間
で

の
集
中
豪
雨
の
状
況
か
ら
、
丸
亀
市
総
合
排

水
計
画
に
お
け
る
排
水
対
策
の
取
り
組
み
と

し
て
、
大
窪
池
・
飯
山
町
の
土
地
改
良
区
関

係
者
や
河
川
管
理
者
で
あ
る
県
と
も
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
水
路
の
整
備
、
改
修
な
ど
、

局
所
的
な
対
策
を
協
議
検
討
し
て
い
く
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●世界の持続可能な観光地トップ100、観光地
づくりの取り組み●今後の部活動地域展開

　
全
国
で
介
護
D
X
が
進
む
中
、松
山

市
は
介
護
施
設
へ
の
I
C
T
/
I
o
T

導
入
時
の
経
費
一
部
補
助
を
実
施
し
、
見
守

り
セ
ン
サ
ー
や
A
I
ケ
ア
プ
ラ
ン
支
援
に
よ

り
、
職
員
負
担
の
軽
減
と
業
務
効
率
化
を
図

っ
て
い
る
。
一
方
、
本
市
も
医
療
介
護
連
携

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
る
が
、

効
果
が
十
分
と
は
言
え
な
い
。
更
な
る
D
X

推
進
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長　
介
護
現
場
の
人
材

不
足
対
策
と
し
て
I
C
T
・
A
I
を

活
用
し
た
業
務
効
率
化
は
、
介
護
職
員
の
負

担
軽
減
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
有
効
な
手
段
と

し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
先
進
自

治
体
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

県
の
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
定
着
支
援
事
業
補

助
金
の
周
知
を
継
続
し
、
事
業
所
の
負
担
軽

減
に
つ
な
げ
て
い
く
。
さ
ら
に
現
在
、
厚
生

労
働
省
が
全
国
的
に
介
護
D
X
を
進
め
る
た

め
の
介
護
情
報
基
盤
整
備
を
予
定
し
て
お

り
、
国
の
動
き
に
合
わ
せ
て
本
市
が
ど
の
よ

う
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
適
切
か
を
事
業
所
の
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

Ａ Q
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一
　
般
　
質
　
問

その他の主な質問項目
●まちかど救急ステーション制度●外国人在
住者●学校図書館の充実

　
一
定
の
エ
リ
ア
内
を
予
約
に
応
じ

て
乗
り
合
い
方
式
で
運
行
さ
れ
る
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
公
共
交
通
が
不
便
な

地
域
の
対
応
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

令
和
5
年
度
郡
家
地
区
で
の
実
証
実
験
を
経

て
、
今
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
富
熊
・
栗

熊
地
区
で
の
実
証
実
験
の
成
果
検
証
と
今
後

の
見
通
し
は
。

市
長　
富
熊
・
栗
熊
地
区
で
は
運
行

開
始
後
３
か
月
で
あ
り
、
多
く
の
利

用
者
デ
ー
タ
の
収
集
に
は
一
定
の
期
間
が
必

要
で
あ
る
。
今
後
は
利
用
者
増
加
の
た
め
周

デマンドタクシー実証実験の
成果と今後

守家英明議員
（市民クラブ）

一般質問

知
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
運
行
コ
ス

ト
低
減
に
向
け
て
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
改
善
も

検
討
す
る
こ
と
で
事
業
の
継
続
に
つ
な
げ
る
。

　
移
動
手
段
確
保
は
今
後
大
き
な
課
題
に
な

る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
様

が
日
常
の
移
動

に
困
る
こ
と
な

く
豊
か
な
暮
ら

し
が
営
め
る
よ

う
様
々
な
交
通

施
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

Ａ Q

市民に親しまれるMIMOCA
美術館

廣田勝也議員
（志政会）

その他の主な質問項目
●重点支援地方交付金

　
M
I
M
O
C
A
美
術
館
は
、
現
代

ア
ー
ト
を
柱
に
運
営
さ
れ
て
い
る

が
、
市
民
入
場
客
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

猪
熊
弦
一
郎
氏
の
理
念
で
あ
る
「
美
術
館
は

心
の
病
院
」
を
実
現
す
る
た
め
、
現
代
ア
ー

ト
の
専
門
性
は
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
市
民

が
親
し
み
や
す
く
足
を
運
び
た
く
な
る
工
夫

や
改
革
が
必
要
で
は
な
い
か
。

協
働
推
進
部
長　
市
民
に
よ
り
開
か

れ
た
美
術
館
づ
く
り
の
重
要
性
は

認
識
し
て
お
り
、
香
川
の
ア
ー
ト
の
礎
を

築
い
た
猪
熊
弦
一
郎
氏
の
魅
力
を
ま
ず
は
市

民
の
皆
様
に
届
け
る
よ
う
注
力
す
る
ほ
か
、

学
校
連
携
や
親
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
教

育
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
強
化
を
引
き
続
き
進

め
る
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
再
生
を
見
据
え
た

ゲ
ー
ト
プ
ラ
ザ
の
活
用
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
と

の
連
携
も
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
取
り
組
ん

で
い
く
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

美
術
館
の
専
門
性
と
市
民
ニ
ー
ズ
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
り
な
が
ら
文
化
参
加
の
裾
野
を
広

げ
、
人
々
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
美
術
館

を
目
指
す
。

Ａ Q



2026.214 No.109

一
　
般
　
質
　
問

住み続けられるまちづくりと
空き家対策

災害時応援協定の実効性確保

大倉流星議員
（国民民主丸亀）

竹田英司議員
（亀城会）

一般質問

その他の主な質問項目
●保育士の人材確保と処遇改善

　
近
年
、
民
間
企
業
も
社
会
的
責
任

や
地
域
貢
献
の
観
点
か
ら
災
害
連
携

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
市
で
も
民
間
企
業

や
医
療
機
関
、
近
隣
自
治
体
等
と
災
害
時
応

援
協
定
を
締
結
し
支
援
体
制
を
整
備
す
る
中

で
、
協
定
の
実
効
性
確
保
が
大
切
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

市
長　
現
在
本
市
で
は
、
民
間
企
業

の
み
な
ら
ず
、
国
、
県
や
県
内
外
の

自
治
体
と
1
3
1
件
の
災
害
時
協
定
を
締
結

し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
救
援
物
資
の
ほ
か
、

海
上
輸
送
、
医
療
救
護
活
動
、
避
難
所
と
し

て
の
使
用
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
協
定
の
内

容
に
応
じ
て
担
当
部
署
が
締
結
し
て
い
る

が
、
そ
の
実
行
性
確
保
の
た
め
、
平
時
か
ら

の
情
報
共
有
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
災
害

発
生
時
を
想
定
し
た
合
同
訓
練
へ
参
加
い
た

だ
い
て
い
る
協
定
先
も

あ
り
、
運
用
手
順
の
検

証
、
改
善
を
重
ね
る
こ

と
で
協
定
が
形
だ
け
で

終
わ
ら
な
い
よ
う
に
進

め
て
い
る
。

Ａ Q
　
高
齢
化
が
進
む
中
、
長
年
地
域
を

支
え
て
き
た
世
代
の
方
々
の
住
ま
い

は
、
今
後
相
続
や
跡
継
ぎ
の
問
題
か
ら
空
き

家
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
空
き
家
の
増
加

は
、
防
災
、
防
犯
、
景
観
、
さ
ら
に
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

大
き
な
課
題
だ
が
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

を
目
指
す
本
市
に
お
い
て
、
空
き
家
実
態
調

査
及
び
所
有
者
の
意
向
把
握
の
現
状
は
。

都
市
整
備
部
長　
現
在
、
途
中
段
階

の
空
き
家
実
態
調
査
で
は
、
空
き
家

件
数
が
3
，0
0
0
件
を
超
え
る
見
込
み
で

あ
り
、
前
回
調
査
の
2
，2
5
0
件
と
比
べ

大
幅
な
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
民
間

市
場
で
の
活
発
な
流
通
促
進
に
つ
な
が
る
よ

う
、
空
き
家
所
有
者
の
処
分
や
活
用
の
意
向

を
不
動
産
事
業
者
へ
直
接
訴
え
る
こ
と
が
で

き
る
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
の
仕
組
み
で
は
、
潜
在
的

な
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
も
見
込
ん
で
お

り
、
令
和
８
年
度
の
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
を

目
指
し
、
不
動
産
事
業
者
の
団
体
と
協
議
し

準
備
を
進
め
て
い
る
。

Ａ Q



2026.215 No.109

一
　
般
　
質
　
問

その他の主な質問項目
●カスタマーハラスメント防止対策●まるが
め地域活性化高校生プランコンテスト

　
11
月
下
旬
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材

を
用
い
た
親
子
料
理
教
室
が
市
内
有

志
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
80
人
も
の
応
募

が
あ
り
、
有
機
食
材
や
食
の
安
心
に
対
す
る

市
民
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
が
、
今

後
市
で
も
同
様
の
取
り
組
み
を
実
施
し
、
有

機
給
食
の
啓
発
と
拡
充
を
行
う
考
え
は
。

教
育
部
長　
今
後
建
設
予
定
の
新
第

２
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
は
、
一
般

の
方
が
利
用
で
き
る
調
理
実
習
室
や
研
修
室

等
の
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、
親
子
料
理
教

室
や
有
機
食
材
を
含
む
地
元
食
材
の
試
食
会

有機給食のさらなる拡充を

小野祐美子議員
（市民クラブ）

一般質問

の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
有
機
給
食
の
拡
大
に
は
、
登
録
農

家
数
や
有
機
食
材
の
供
給
量
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
農
業
部
門
と
も
連

携
し
な
が
ら
そ
の
充
実
に
努
め
、
有
機
食
材

を
使
用
し
た
給
食
の
提
供
機
会
の
拡
大
を
目

指
す
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
地
産
農
家
と
の
バ

ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し
な

が
ら
、
一
歩
ず
つ
進
め

て
い
く
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●学校保健の充実●ポリファーマシー（多剤併
用）対策

　
中
期
財
政
フ
レ
ー
ム
で
財
政
指
標

の
悪
化
が
明
示
さ
れ
た
が
、
今
後
も

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
向
上
し
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
市
の
最
高
経
営
責
任
者
で
あ
る
市
長

は
、
財
政
運
営
の
要
点
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ

う
な
施
策
や
長
期
的
計
画
を
構
想
し
て
い
る

の
か
。

市
長　
今
後
５
年
間
で
約
4
5
1
億

円
の
経
常
的
一
般
財
源
の
不
足
を
見

込
む
な
ど
、
本
市
財
政
運
営
は
こ
れ
ま
で
に

な
い
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

未来を見据えた市財政運営

香川　勝　議員
（志政会）

よ
う
な
状
況
下
で
も
、
物
価
高
や
賃
金
上
昇

な
ど
の
課
題
に
対
応
し
、
市
民
の
暮
ら
し
を

守
り
、
将
来
を
築
い
て
い
く
た
め
、
財
政
健

全
化
に
取
り
組
み
つ
つ
、
将
来
を
見
据
え
た

予
算
編
成
を
行
う
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
現
在
策
定
中
の
第
三
次
丸
亀
市
総
合
計

画
に
今
後
の
施
策
展
開
や
長
期
的
な
計
画
を

取
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が

主
役
と
な
り
、
日
々
の
生
活
や
ま
ち
の
営
み

に
活
力
を
実
感
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

Ａ Q



2026.216 No.109

一
　
般
　
質
　
問

人生会議（ＡＣＰ）の普及啓発聴覚障がい者の電話利用
円滑化

角野仁美議員
（市民クラブ）

蒲生裕久議員
（公明党）

一般質問

　
電
話
は
、
専
ら
音
声
で
意
思
疎
通

を
図
る
特
性
か
ら
、
聴
覚
障
が
い
者

は
、
介
助
を
受
け
ず
に
利
用
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
聴
覚
障
が
い
者
が
手

話
通
訳
を
介
し
丸
亀
市
役
所
に
電
話
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
の
「
手
話
リ
ン
ク
」
を
導
入
す

る
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長　
手
話
リ
ン
ク
は
法

人
公
式
サ
イ
ト
に
設
置
し
た
専
用
ボ

タ
ン
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

介
し
て
法
人
窓
口
に
直
接
問
い
合
わ
せ
出
来

る
も
の
で
、
利
用
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

信
費
の
み
負
担
し
、
法
人
が
通
話
料
を
負
担

す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
推
進
し
、
全
て
の
方
が
安
心
し
て
均

等
に
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整

備
が
行
政
の
責
務
で
あ
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
手
話
リ
ン
ク
導
入
は
、
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
に
直
結
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
後
は
導
入

の
費
用
を
は
じ
め
円
滑
な
運
用
に
向
け
て
庁

内
で
協
議
し
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●小・中学校の教職員の働き方改革●本市の税

その他の主な質問項目
●人間ドックの受診率向上に向けた制度改善
●演劇的手法を活用した教育の導入●特殊詐
欺等の防止対策および被害者支援

　
人
生
会
議
と
は
、
人
生
観
に
沿
っ

た
意
思
決
定
を
事
前
に
家
族
や
医
療

現
場
と
共
有
し
、
尊
厳
あ
る
終
末
期
を
迎
え

る
た
め
の
事
前
準
備
と
も
言
え
る
。
高
齢
化

が
進
む
中
、
市
民
が
手
に
取
り
や
す
く
現
場

で
活
用
で
き
る
具
体
的
ツ
ー
ル
と
し
て
本
人

の
意
向
を
書
き
留
め
る
独
自
の
記
録
用
シ
ー

ト
を
作
成
す
る
考
え
は
。

市
長　
記
録
用
シ
ー
ト
は
、
自
分
の

意
志
や
希
望
を
整
理
し
て
お
く
ノ
ー

ト
で
あ
り
、
家
族
や
親
し
い
人
と
話
し
合
う

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

現
在
、
在
宅
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
人
生
会
議
ノ
ー
ト

を
作
成
し
、
出
前
講
座
や
相
談
時
の
窓
口
で

配
布
し
て
い
る
。
今
後
は
、
よ
り
多
く
の
方

が
気
軽
に
活
用
出
来
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
掲
載
も
行
う
。

　
自
分
ら
し
い
人
生
を
全
う
す
る
た
め
に
人

生
会
議
は
大
変
有
効
と
認
識
し
て
お
り
、
引

き
続
き
普
及
啓
発
を
行
い
、
医
療
や
介
護
に

携
わ
る
方
も
含
め
た
市
民
の
皆
様
の
生
活
に

取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

Ａ Q



2026.217 No.109

一
　
般
　
質
　
問

その他の主な質問項目
●スクールロイヤー常設配置●市内観光地へのライ
ブカメラ設置●蓬莱海浜公園整備における絶景ス
ポット設置●丸亀駅南口周辺の動線道路舗装の改善

　
教
育
や
保
育
を
提
供
す
る
事
業
者

に
対
し
、
こ
ど
も
へ
の
性
暴
力
を
防

止
す
る
取
り
組
み
を
求
め
る
「
こ
ど
も
性
暴

力
防
止
法
」
の
施
行
が
令
和
８
年
12
月
に
迫

っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
相
談
か
ら
調
査
ま

で
行
う
体
制
の
整
備
に
は
、
人
材
確
保
や
費

用
な
ど
多
く
の
課
題
が
予
想
さ
れ
る
が
、
本

市
の
相
談
体
制
構
築
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長　
こ
ど
も
の
性
暴
力

に
関
す
る
相
談
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や

心
情
に
配
慮
し
た
専
門
性
の
高
い
相
談
対
応

の
確
保
と
必
要
に
応
じ
た
警
察
等
専
門
機
関

こども性暴力防止法の準備は

神田泰孝議員
（国民民主丸亀）

一般質問

と
の
連
携
が
不
可
欠
と
認
識
し
て
い
る
。
令

和
８
年
度
の
開
始
に
向
け
、
今
年
度
末
に
は

国
か
ら
法
律
の
具
体
的
な
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
た
め
、
現
段
階
で

相
談
体
制
に
つ
い
て
具
体
的
な
想
定
は
出
来

て
い
な
い
も
の
の
、
今
後
は
関
係
機
関
と
の

連
携
を
前
提
に
、
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
て

準
備
を
進
め
、
適
切
な
体
制
整
備
を
行
っ
て

い
く
。

Ａ Q

働き方改革と市民サービス向上

大岡弘美議員
（市民クラブ）

その他の主な質問項目
●消防広域化●火葬料金と霊柩車使用料●フー
ドバンク・フードパントリーの取り組み

　
現
在
、
本
市
役
所
の
開
庁
時
間
は

市
民
の
皆
様
が
使
い
や
す
い
時
間
帯

で
あ
る
一
方
で
、
職
員
は
開
庁
時
間
帯
以
外

に
時
間
外
勤
務
と
し
て
各
種
事
務
処
理
等
を

行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
残
業
抑
制
と

業
務
の
平
準
化
を
図
る
開
庁
時
間
短
縮
が
全

国
的
に
進
ん
で
お
り
、
本
市
で
も
導
入
す
れ

ば
、
市
民
の
皆
様
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提

供
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
公
室
長　
開
庁
時
間
の
見
直
し

は
市
民
生
活
に
直
接
影
響
す
る
取
り

組
み
で
あ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
根
本

を
変
え
る
こ
と
と
な
る
た
め
市
民
意
見
の
聴

取
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
御
理
解
な
し
に
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
、
十

分
に
説
明
責
任
を
果
た
し
、
市
民
意
見
も
反

映
し
た
見
直
し
に
な
る
よ
う
丁
寧
に
検
討
を

進
め
、
令
和
8
年
度
中
に
具
体
的
な
開
庁
時

間
の
見
直
し
案
を
示
せ
る
よ
う
議
論
を
進
め

て
い
く
。

Ａ Q



2026.218 No.109

一
　
般
　
質
　
問

高齢者補聴器購入費用の助成防災・減災に向けて

水本徹雄議員
（会派無所属）

福部正人議員
（公明党）

一般質問

その他の主な質問項目
●東汐入川けんこう公園の改善●明治天皇行在所
址碑の活用●クリーンセンター丸亀の施設●城東こ
ども園に係る道路整備●今後のシティプロモーション

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
確
率
見

直
し
や
大
規
模
山
林
火
災
な
ど
、

2
0
2
5
年
の
災
害
関
連
事
項
を
本
市
の
防

災
・
減
災
対
策
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

　
市
内
小
中
学
校
で
の
出
前
授
業
な
ど
、
自

助
共
助
の
観
点
か
ら
の
防
災
・
減
災
教
育
の

実
施
状
況
は
。

市
長
公
室
長　
近
年
の
自
然
災
害
の

頻
発
化
、
激
甚
化
の
状
況
か
ら
、
本

市
防
災
減
災
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
が
急
務

と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
規
模
災
害
時
、

行
政
単
独
で
の
対
応
は
困
難
な
た
め
、
自
主

防
災
組
織
と
の
連
携
や
民
間
企
業
と
の
災
害

時
協
定
な
ど
を
強
化
し
、
引
き
続
き
、
防
災

力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

教
育
長　
今
年
度
は
14
の
小
中
学
校

で
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
講
座

等
を
実
施
し
た
。
防
災
訓
練
後
の
講
話
を
行

っ
た
学
校
で
は
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
実
効

性
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
と
連
携
し
て
防
災
訓
練
を
行
う
学
校
も
あ

り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
確
率
が
高
ま

る
中
、
自
助
共
助
の
意
識
を
高
め
る
よ
う
努

め
て
い
る
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●災害時のトイレ対策●男性に対するHPVワ
クチン接種費用の一部助成等●中学生に対す
る交通安全教育の推進

　
補
聴
器
購
入
補
助
は
、
補
聴
器
使

用
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
認
知
症
予

防
や
家
族
の
生
活
の
質
向
上
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
敬
老
事
業
補
助
金
の
見
直
し
等

で
現
実
的
な
財
源
確
保
が
可
能
で
あ
り
、
医

療
連
携
に
よ
る
質
の
高
い
支
援
や
安
価
な
集

音
器
で
の
失
敗
防
止
に
も
つ
な
が
る
。
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
本
市
も
具
体
的
な
検
討
を
開
始
す
べ
き

で
は
。

市
長　
加
齢
性
難
聴
は
進
行
に
気
づ

き
に
く
い
た
め
、
市
で
は
早
期
発
見

と
専
門
医
受
診
の
重
要
性
を
普
及
啓
発
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
難
聴
の
疑
い
が
あ
る
人

に
補
聴
器
装
着
を
促
す
購
入
補
助
は
、
介
護

予
防
や
生
活
の
質
維
持
、
認
知
症
予
防
の
点

か
ら
早
期
介
入
の
有
効
な
取
り
組
み
と
認
識

し
て
お
り
、
担
当
課
に
早
期
の
検
討
を
行

い
、
取
組
内
容
や
財
源
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

具
体
的
案
を
示
す
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
健

康
寿
命
の
延
伸
と
高
齢
者
の
皆
様
の
生
活
支

援
の
必
要
性
を
十
分
認
識
し
な
が
ら
、
今
後

の
施
策
展
開
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

Ａ Q

Ａ
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一
　
般
　
質
　
問

子どものインフルエンザ予防接種
費用に補助を

下水道の安全確保と料金改定

岡田　剛　議員
（会派無所属）

中谷真裕美議員
（会派無所属）

一般質問

その他の主な質問項目
●離島振興●カスタマーハラスメント対策●次
世代育成基金

　
耐
用
年
数
が
50
年
と
さ
れ
る
下
水

道
管
は
、
全
国
的
に
改
修
や
耐
震
化

工
事
が
必
要
な
時
期
を
迎
え
、
本
市
で
も
約

1
，8
0
0
メ
ー
ト
ル
の
下
水
道
管
で
5
年

以
内
に
対
応
が
必
要
と
判
明
し
た
。
独
立
採

算
性
の
原
則
と
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
、

高
松
市
で
は
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
。

都
市
整
備
部
長　
人
件
費
や
材
料
費

の
高
騰
に
伴
い
工
事
費
用
が
増
加
す

る
一
方
で
、
人
口
減
少
や
節
水
機
器
の
普
及

で
有
収
水
量
が
減
り
、
前
回
使
用
料
改
定
時

に
見
込
ん
だ
収
益
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
経

費
削
減
と
新
た
な
収
益
確
保
を
進
め
て
い
る

が
、
基
準
外
繰
入
金
に
よ
り
辛
う
じ
て
事
業

を
維
持
し
て
い
る
。
使
用
料
は
5
年
ご
と
の

検
証
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
8
年
度
に

実
施
予
定
の
審
議
会
で
は
、
安
全
な
下
水
道

維
持
や
財
政
改
善
、
持
続
可
能
な
経
営
基
盤

の
確
立
を
目
指
し
、
適
正
な
使
用
料
を
検
討

す
る
。
ま
た
、
値
上
げ
が
必
要
な
場
合
で
も

過
度
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
慎
重
に
協

議
を
重
ね
て
い
く
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●市民生活を第一にすえた財政健全化を●飯
山地区における保育施設の統廃合

　
近
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
は

季
節
に
か
か
わ
ら
ず
発
生
す
る
な
ど

変
化
し
、
学
級
閉
鎖
等
も
増
加
し
て
い
る
。

約
9
，0
0
0
円
と
高
額
な
予
防
接
種
費
用

に
対
し
、
県
下
で
も
10
市
町
が
子
育
て
支
援

と
し
て
費
用
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
感
染
拡

大
・
重
症
化
予
防
の
観
点
か
ら
も
、
本
市
で

も
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
へ
補
助
を
行
う
よ
う
求
め
る
。

健
康
福
祉
部
長　
子
ど
も
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
重
症
化
や
集

団
感
染
の
リ
ス
ク
が
一
定
レ
ベ
ル
低
下
す
る

作
用
が
見
込
ま
れ
、
合
わ
せ
て
間
接
的
に
医

療
費
の
抑
制
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。
本
市
で

は
定
期
接
種
と
な
っ
た
予
防
接
種
に
補
助
を

行
う
基
本
方
針
で
あ
る
が
、
近
年
の
気
候
や

環
境
の
変
動
に
よ
り
想
定
外
の
こ
と
が
起
こ

る
中
に
お
い
て
も
、
市
民
の
健
康
と
命
を
守

る
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
任
意
の
予
防

接
種
に
つ
い
て
も
市
独
自
の
助
成
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
効
果
的
な
制
度
設
計
や
周
知
期
間
、
財

源
確
保
、
医
療
機
関
等
と
の
調
整
な
ど
検
討

し
て
い
く
。

Ａ Q



表紙写真
募集

詳しくはこちら▼必要事項を記入した専用応募用紙と写真を郵送、持参、メール
または専用フォームにてご応募ください。
〒763-8501　丸亀市大手町二丁目4番21号 丸亀市議会事務局 宛

応
募

期
間

●
5
月
1
日
発
行
号
　
3
月
31
日
ま
で

●
8
月
1
日
発
行
号
　
6
月
30
日
ま
で

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の一部
を
紹
介
し
ま
す
。

ど
れ
も
素
敵
な
お
写
真
で
し
た
。

次
回
か
ら
も
、み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

　
表
紙
や
特
集
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
る
議
会

報
告
会
・
意
見
交
換
会
で

は
、
一
般
の
皆
さ
ま
や
学

生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

丸
亀
の
未
来
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
世
代
を
超
え

て
真
剣
に
ま
ち
の
こ
と
を

考
え
て
く
だ
さ
る
姿
や
、

温
か
い
お
気
持
ち
に
触

れ
、
と
て
も
心
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　
私
自
身
は
、
ま
だ
ま
だ

学
ぶ
途
中
の
新
人
で
は
あ

り
ま
す
が
、
市
議
会
議
員

と
し
て
、
暮
ら
し
に
寄
り

添
っ
た
優
し
さ
の
あ
る
丸

亀
市
を
目
指
し
、
一
歩
一

歩
大
切
に
歩
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
声
を
ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
広
聴
委
員
　
　

小
野
祐
美
子

編
　集

　
　
後
記

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

テ
ー
マ
●
私
の
好
き
な
丸
亀

gikai@city.marugame.lg.jp
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